
教師養成アドバンスコースは、既存の教師養成通信教育講座２歳半～６歳コースの上位に位置付

けられるコースです。カリキュラムは「講義」と「実習」で構成されています。300 時間にわたる「講

義」では、より専門性の高い内容を学んだり、これまでに学んできた知識や経験をもとにグループ討

議や研究などを行ったりしながら理解を深めていきます。また、５４０時間にわたる「実習」の中で、

観察力や実践力などモンテッソーリ教師としての質の高いスキルを身につけます。

　

モンテッソーリ教育教師養成機関の国際標準としての認定を受けた教師養成コース（2019年度

中の認定審査中）として、修了時には研究所のコース修了認定と同時に、国際資格取得申請を

行います。

日本モンテッソーリ教育綜合研究所

より質の高い
モンテッソーリ教師を目指して

教師養成
アドバンス
コース
（2歳半～6歳）

コース概要
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■出願～受講までの流れ

●出願準備　
　 「募集要項」・「コース案内」・
　 「出願書類」ダウンロード

●実習園の準備　
　 実習先確保～内諾

入 学 許 可

受講生マイページに
ログイン

講　　義

実　　習

卒　　業

資格取得申請

　資格取得（予定）

理論、実技科目に関する講義が行われます。日程および時間については「2019年度 募集要項」を参照してください。
レポート課題の提出・実技テスト・ポートフォリオ（アルバム）作りがあります。

モンテッソーリ実践園（基準有）での実習が合計540時間必要です。実習先はご自身で探していただきます。
詳細は「2019年度 募集要項」をご参照ください。

国際資格申請（有料）を行います。
最終学校の ①卒業証明書 ②成績証明書（①②共に英文）の提出が必要です。

※2018年 11月現在、国際資格コース認定の審査手続き中です。
　現時点では、必ず資格証発行を保証するものではありません。

在籍期間中にすべての単位を取得した方は卒業となります。卒業される方には、卒業証書が授与されます。

後日国際資格証が授与されます。

■履修のしくみ

月12

●「実習」開始

※実習概論を履修して
　から実習を開始して
　ください。

月～6

●「講義」開始

月～5

●受講開始
　 受講生マイページに
　 ログイン

月～4

当研究所ホームページに、受講生の皆さん一人ひとりに受講生マイページを開設いたします。受講生マイページに
ログインしていただくと、受講に必要な資料のダウンロードや動画等の閲覧ができます。

書類選考後、合格された方には入学許可証が届きます。入学手続金のお支払いをお願いいたします。

【 受講期間について 】◆履修年限（卒業までの最短年数）・・・1年　　◆在籍年限（在籍可能な最長年数）・・・2年
※受講期間は1年間です。やむを得ないご事情により1年で卒業できない場合は、最長2年間在籍することができます。

●出願（書類郵送）
●書類選考～受講可否連絡
●入学許可証・受講証送付
●入学手続金のお支払い

月～2



履修科目一覧

履　修　科　目 時　間 単位数担　当　講　師

13 1Marlene Barron

13 1Marlene Barron

13 1松浦公紀

28 2井出麻里子

13 1Charmaine Soh

13 1櫻井美砂

観　察
（Observation）

クラス運営
（Classroom Leadership）

年間プロジェクト
（Yearlong Project）

子どもの発達と心理
（Child Development/Psychology）

保護者教育
（Parent Involvement/Education  Parent-Education Partnership）

実習概論
（Practicum Seminars）

モンテッソーリ教育原理
（Montessori Philosophy/Theory）

2松浦公紀

内　　　　容

32
※ eラーニング
４時間含む

保護者との良好な関係を築くことの意義やその方法について学びます。

モンテッソーリ教育におけるクラスの捉え方、運営方法（一日の流れ）を、

具体的な事例の紹介を含めて学んでいきます。

モンテッソーリの児童観や、教師の役割としての環境の整備や提示の意

味などについての理解を深めながら、年間プロジェクトに取り組みます。

モンテッソーリ園で実習するための心構えやさまざまな計画、記録の取

り方などについて学びます。

胎生期から就学前の子どもを主な対象とし、各発達段階における子どもの

心身の変化と、大人の好ましい対応を考えます。

グループでトピック（題材）を決め、５分野の視点から考案した教材を一

年間かけて作成します。

観察のしかたや記録のとり方、重要性、そしてその記録の活用の仕方な

どについて具体的に学びます。

履　修　科　目 時　間 単位数担　当　講　師内　　　　容

算数教育
（Mathematics Curriculum）

32.5 2

文化教育（動物・植物・自然科学）
（Physical and Life Science Curriculum） 1

文化教育（地理・歴史）
（Social Studies Curriculum） 1

美術・音楽
（Art, Music, Movement Curriculum） 1

言語教育（日本語）
（Language Curriculum）

13 1松浦公紀

言語教育（英語）
（Language Curriculum）

28 2炭川純代

感覚教育
（Sensorial Curriculum） 2櫻井美砂

日常生活の練習
（Practical Life/Everyday Living Curriculum）

32 2Jesmin Lok ※ eラーニング
４時間含む

32
※ eラーニング
４時間含む

数量概念の基本練習の補助教材の作成や、発展の活動の紹介を行います。

13

13

13

松浦公紀

松浦公紀

松浦公紀

生物に関するなるべく多くの提示の紹介と新たな提示の開発、教材づくり

を行います。

地理と歴史（時の流れ）に関するなるべく多くの提示の紹介と新たな提

示の開発、教材づくりを行います。

幼児期の美術活動、音楽活動の位置付けとモンテッソーリのアプローチ

を理論、実技両面から学びます。

志村洋子（音楽）
あきやまかぜさぶろう（美術）

運動の重要性や発達段階による用具の設定や提示の違いなどについて詳

しく学びます。

感覚教育の基本提示を土台としたバリエーションや発展活動、新たな提示

の創造など、さらに感覚教具の可能性を引きだす方法について学びます。

英語の言語教育カリキュラムや、教具、環境設定、具体的な提示方法に

ついて学びます。

０歳～６歳の言語発達や感覚教育からのつながり、文法の領域をより詳細

にお伝えします。

理

論

科

目

実

技

科

目



履修科目一覧

伸びゆく力。支える喜び。
更なる高みを目指す。

公益財団法人  才能開発教育研究財団

日本モンテッソーリ教育綜合研究所
教師養成センター

お問い合わせ

〒146-0083　東京都大田区千鳥 3-25-5 千鳥町ビル
TEL.03-5741-2270╱FAX.03-5482-5999

http//www.sainou.or.jp/
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「教師養成アドバンスコース（2歳半～6歳）」開設にあたり

この度、日本モンテッソーリ教育綜合研究所は、モンテッソーリ教師としてのスキルアップと国際資格取得を目的とした「教師養成アドバンス
コース（2歳半～ 6歳）」を開設いたします。

マリア・モンテッソーリが、ローマに最初の「子どもの家」を開設してから一世紀以上を経た現代、モンテッソーリ教育を実践する施設は、
140カ国以上に拡がっているといわれます。モンテッソーリ教育を受けた人々の中からは、世界をリードする人材が数多く輩出されています。
時代を越え、国や文化の違いを越えて実践される教育メソッドとして、これからもモンテッソーリ教育が果たす役割は重要です。

日本モンテッソーリ教育綜合研究所の「教師養成通信教育講座」開設から40 年以上の歳月が流れました。これまで、のべ 4300 名以上
が学び、卒業生の多くが実践現場で活躍されています。新たに開設される「教師養成アドバンスコース（2 歳半～ 6 歳）」が、現代的、
国際的な視野をもち、さらに専門性を高めたいという皆さまへの学びの場となることを期待しています。今後も、子ども達のために、モンテッ
ソーリ教育の発展と普及に貢献できるよう尽力して参りたいと思います。
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